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１．開催概要 

１）目 的 

「建設技術報告会」は、北陸地方における建設事業の円滑な推進を図るため、官公庁及び民間の建設会

社において、新たに研究開発された新技術、新工法等を報告することにより、研究開発技術の普及を図る

ことを目的に開催しました。 

平成７年度から開催されている本報告会は、今回で２５回目の開催となりました。 

２）経緯 
 

本報告会は、令和２年１０月８日（木）、石川県地場産業振興センター（本館）にて開催する予定として、

同年６月に第１回実行委員会にて承認を得て開催にむけてすすめてきました。しかし、コロナウィルス感染

症（COVID-19）による感染拡大防止の観点から、本報告会は非集合方式として開催することに変更するとし

て、同年９月に実施計画（変更案）・組替え予算（案）について各実行委員から承認をいただきました。 

 変更後の開催内容として、報告技術発表はＷｅｂオンデマンド配信、技術パネル等展示及びＮＥＴＩＳ等

パンフレット配布は、建設技術報告会ホームページにて掲載しました。 

 

（１）報告技術、技術パネル等展示、ＮＥＴＩＳ等パンフレット配布の応募 

６月１６日～７月１０日までの間において報告技術、技術パネル等展示、ＮＥＴＩＳ等パンフレッ

ト配布を募集しました。応募のあった各募集について、事務局にて選定（案）を作成し７月末に実行

委員から承諾を得ました。 

（２）報告技術 

応募のあった２７技術について、プレゼンテーション発表を行う「発表技術」１６技術と建設技術

報告会ホームページに掲載のみとなる「掲載技術」１１技術を選定しました。 

その後、発表形式が会場からＷｅｂオンデマンド配信に変更したことに伴い、発表者に対して「参

加意思の確認」を行いました。その結果、１６技術のうち１３技術が参加、３技術が辞退することと

なりました。 

（３）技術パネル等展示 

  応募のあった２９技術すべてを採用しましたが、展示形式が会場からＷｅｂに変更したことに伴

い、発表者に対して「参加意思の確認」を行いました。その結果、２９技術のうち、２７技術が参

加、２技術が辞退することとなりました。 

技術パネル２７技術について、１１月１６日～１月末の間において建設技術報告会ホームページ

に掲載し展示しました。 

（４）ＮＥＴＩＳ等パンフレット配布 

応募のあった１１技術のうち、技術パネル等展示と重複する５技術を除く６技術を採用しました。

その後、展示形式が会場からＷｅｂに変更したことに伴い、発表者に対して「参加意思の確認」を

行いました。その結果、６技術すべて参加することとなりました。 

ＮＥＴＩＳ等パンフレット６技術について、１１月１６日～１月末の間において建設技術報告会ホ

ームページに掲載し展示しました。 
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３）主催構成機関及び実行委員会構成員 

■主催構成機関 

主催は、『北陸地方建設事業推進協議会 令和元年度｢建設技術報告会｣実行委員会』である。 

以下に実行委員会の構成機関（２３機関）を示す。 

北陸地方整備局／新潟県／富山県／石川県／新潟市/東日本高速道路(株)新潟支社／ 

中日本高速道路(株)金沢支社／(一社)日本建設業連合会北陸支部／ 

(一社)日本道路建設業協会北陸支部／(一社)新潟県建設業協会／(一社)富山県建設業協会／ 

(一社)石川県建設業協会／ (一社)建設コンサルタンツ協会北陸支部／ 

(一社)日本建設機械施工協会北陸支部／(一社)北陸土木コンクリート製品技術協会／ 

(一社)プレストレスト・コンクリート建設業協会北陸支部／北陸ＰＣ防雪技術協会／ 

(一社)新潟県融雪技術協会／(一財)新潟県建設技術センター／北陸地質調査業協会／ 

(一社)日本埋立浚渫協会北陸支部／(一社)北陸地域づくり協会／(一社)日本橋梁建設協会北陸事務所 

 

 

■実行委員会構成員 

役 員 所 属 役 職 備 考 

委員長  北陸地方整備局 北陸技術事務所  事務所長  

副委員長  北陸地方整備局 新潟港湾空港技術調査事務所  事務所長  

委 員  北陸地方整備局 企画部 施工企画課  課長  

委 員  北陸地方整備局 港湾空港部 海洋環境・技術課  課長  

委 員  新潟県 土木部  技術管理課  工事検査室長 会計監査 

委 員  富山県 土木部  建設技術企画課  副主幹 技術指導係長  

委 員  石川県 土木部  監理課 技術管理室  課参事  

委 員  新潟市 都市政策部 技術管理課  課長  

委 員  東日本高速道路(株)新潟支社 技術部 技術企画課  課長代理  

委 員  中日本高速道路(株)金沢支社 環境・技術管理部 環境・技術課  課長代理  

委 員  (一社)日本建設業連合会 北陸支部  契約積算・技術副委員長  

委 員  (一社)日本道路建設業協会 北陸支部  幹事長  

委 員 (一社)新潟県建設業協会 事業部第二部長  

委 員 (一社)富山県建設業協会 常務理事  

委 員 (一社)石川県建設業協会  常務理事  

委 員 （一社）建設コンサルタンツ協会 北陸支部 広報委員長  

委 員 (一社)日本建設機械施工協会 北陸支部 普及部会担当委員  

委 員  北陸土木コンクリート製品技術協会  運営委員長  

委 員  (一社)プレストレスト・コンクリート建設業協会 北陸支部  事務局長  

委 員  北陸ＰＣ防雪技術協会  事務局長  

委 員  (一社)新潟県融雪技術協会  技術委員長  

委 員  (一財)新潟県建設技術センター  情報管理部長  

委 員  北陸地質調査業協会  事務局長  

委 員  (一社)日本埋立浚渫協会 北陸支部  技術委員長  

委 員  (一社)北陸地域づくり協会  企画事業部長  

委 員  (一社)日本橋梁建設協会 北陸事務所  所長  
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４）聴講者数及び聴講者数の推移 

■聴講者数 

Ｗｅｂオンデマンド配信として、聴講募集を令和２年１２月７日から令和３年１月１５日まで行い、

募集定員満員の５００名に達しました。本年度の聴講申込人数及び聴講実績人数は下表のとおりでし

た。 

            【令和２年度「建設技術報告会」 聴講者集計表】   Ｗｅｂオンデマンド配信 

機関・団体名 申込 実績 

来賓  － － 

官公庁 国交省、各県、新潟市、各市町村他 ９ １９ 

民間  ４９１ ３８９ 

発表者(官公庁)  － － 

発表者(民間)  － － 

報道  ０ ０ 

合計  ５００ ４０８ 

※官公庁には北陸技術事務所所内聴講会の参加者１１名を含む 

 

■聴講者数の推移 

【「建設技術報告会」聴講者数（第１回～第24回）】 

回 第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回 第７回 第８回 第９回 第１０回
年度 1995年 1996年 1997年 1998年 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年
開催地 新潟市 富山市 新潟市 金沢市 新潟市 新潟市 富山市 新潟市 新潟市 金沢市
国土交通省等 39 68 112 94 100 89 72 72 80 105
自治体 39 202 116 129 69 86 87 50 31 34
民間（協会等） 189 373 430 209 364 401 471 354 360 319
学校 3 35 7
合計 267 643 658 432 533 579 630 511 478 458
回 第１１回 第１２回 第１３回 第１４回 第１５回 第１６回 第１７回 第１８回 第１９回 第２０回
年度 2006年 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 2015年
開催地 新潟市 新潟市 新潟市 新潟市 富山市 新潟市 金沢市 新潟市 富山市 新潟市
国土交通省等 45 47 33 47 43 67 65 60 70 50
自治体 18 29 24 23 49 24 100 93 77 33
民間（協会等） 278 302 404 343 459 411 336 418 293 441
学校
合計 341 378 461 413 551 502 501 571 440 524
回 第21回 第22回 第23回 第24回
年度 2016年 2017年 2018年 2019年
開催地 金沢市 新潟市 金沢市 富山市
国土交通省等 35 43
自治体 81 40
民間（協会等） 341 373 277 510
学校
合計 457 456 394 764
※第24回は２日間延べ参加者数である。

117 254

 

 

 

 

 

 

 



- 4 - 
 

２．実施内容 

１）報告技術 

  報告技術２７技術について、建設技術報告会ホームページに報告論文を掲載しました。 

  また、発表技術（Ｗｅｂオンデマンド配信）として、１３技術の発表を実施しました。 

テーマ
技術
番号

報告技術名 発表者 所属

① 1 金沢港におけるICT浚渫工の取り組みについて 市川　大聖
国土交通省　北陸地方整備局
　金沢港湾･空港整備事務所

① 2 プレキャスト桟橋工法～桟橋工事の生産性を向上～ 池野　勝哉 五洋建設株式会社

① 3 水中３Ｄ誘導システムの現場への適用 鈴木　敦子 株式会社本間組

① 4 Ｎ－Ｊｅｔ工法の開発 竹内　仁哉 日特建設株式会社

① 5
3眼カメラを用いた配筋検査システムの妙高大橋架替下部そ
の4工事における有効性評価

吉武　謙二 清水建設株式会社

③ 6 ＩＣＴ活用による除雪トラックのマシンコントロール化 小浦方　一彦
国土交通省　北陸地方整備局
　北陸技術事務所

④ 7 i-Construction　施工段階での３次元データの利活用 河村　昭 株式会社植木組

② 8
流電陽極方式鋼材腐食緩和工法（Znカートリッジ）の実装
研究

亀田　浩昭 株式会社国土開発センター

② 9 傾斜監視クラウドシステム「OKIPPA104」の開発 鶴田　大毅 西松建設株式会社

② 10 専用架台と2種類のカメラを用いた集水井内の点検 高澤　忠司 株式会社興和

② 11 桟橋鋼管杭補修技術「タフリードPJ工法」の改良 田中　亮一 東亜建設工業株式会社

⑥ 12
遺構に配慮した金沢城公園　鼠多門・鼠多門橋の復元整
備

中垣　学 石川県

⑥ 13 金沢港機能強化整備事業 甲部　正章 石川県
 

 

①良いものを安く （i-Construction）（５題） ②社会資本の的確な維持管理・更新 （４題） 

③雪に強い地域づくり       （１題） ④自然災害からの安全確保     （１題） 

⑤環境の保全と創造        （０題） ⑥その他             （２題） 

 

２）Ｗｅｂオンデマンド配信による報文発表の概要 

 

 ■開催日 

  令和３年１月１８日（月）～２２日（金） 

※５開催日の中から希望する１日を選択可能な方式 

 ■聴講時間帯 

  ９時～２０時までにシステムログインにて聴講 

 ■聴講募集期間 

  令和２年１２月１４日（月）～令和３年１月１５日（金） 
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  ※ただし、会場申込み者は１２月７日（月）から申込みが可能となるよう手配した。 

 ■募集定員 

  ５００名（１日当たり１００名） 

■配信システムの構築・機能 

 ・聴講申込み、受付、受講、ＣＰＤ及びＣＰＤＳの受講証明書発行までの一連の手続きを自動で

行える機能を有するシステムを構築しました。 

  ・特にＣＰＤＳ受講証明書の自動発行に関して、（一社）全国土木施工管理技士会連合会から指導

を受けながらシステムを構築しました。 

   （早送り不可能、ログ時間の管理、設問の設定、再視聴サイトの構築など） 

 ■配信した技術数と総再生時間数 

  １３技術・２時間４０分 

 ■技術報告ビデオ作成要領 

   Ｗｅｂオンデマンド配信による報文発表に伴い、事務局が作成した「技術報告ビデオ作成要領」

に基づいて制作した発表動画（MPG）を発表者から提出していただきました。 

 

 

 

 

 

 

Ｗｅｂオンデマンド配信トップ画面 

Ｗｅｂオンデマンド配信の状況 
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３）技術パネル等展示 

応募のあった下表の技術パネル等展示２７技術について、建設技術報告会ホームページに掲載しました。 

番号 出展技術名 出展者 区分

① 老朽化した鋼矢板水路の補修・補強工法『ストパネ工法』 株式会社水倉組 河川

② プレキャスト桟橋工法～桟橋工事の生産性を向上～ 五洋建設株式会社 港湾

③ 水中３Ｄ誘導システム 株式会社本間組 港湾

④ 没水型港内長周期波対策構造物 株式会社不動テトラ 港湾

⑤ AIクレーンカメラ人物検知システム 若築建設株式会社 港湾

⑥ 3眼カメラ配筋検査システム 清水建設株式会社 道路

⑦ 渋滞を抑制する新たな床版取替工法「ＤＡＹＦＲＥＥ」 株式会社大林組 道路

⑧ トンネル地山AI評価システム 前田建設工業株式会社 道路

⑨ フル・ファンクション・ペーブ(FFP) 株式会社ガイアート 道路

⑩ ハイパー・クール・パッチ 鹿島道路株式会社 道路

⑪ サーモスカラー（瓦舗装） 株式会社佐藤渡辺 道路

⑫ 全天候型常温アスファルト混合物　αミックス 世紀東急工業株式会社 道路

⑬ リラクスファルトＨＴ舗装 大成ロテック株式会社 道路

⑭ ヒートドレッシングJr. 福田道路株式会社 道路

⑮ 遠赤外線式融雪装置-解けルモ-について 島屋建設株式会社 道路

⑯ 防災井戸バルブベント 株式会社興和 道路

⑰ コンクリートのひび割れ画像解析技術 t.WAVE（ティー・ドット・ウェーブ） 大成建設株式会社 共通

⑱ インフラ監視クラウドシステムOKIPPA（オキッパ） 西松建設株式会社 共通

⑲ N-Jet工法 日特建設株式会社 共通

⑳ クワッドアクセル 鹿島建設株式会社 共通

㉑ 次世代油圧ショベルによる作業自動化 大成建設株式会社 共通

㉒ 斜め往復撮影による標定点不要のUAV写真測量手法 株式会社フジタ 共通

㉓ 地温管理による芝生育成システム「ソルコン」 佐藤工業株式会社 共通

㉔ AI水位予測配信クラウドシステム 株式会社新日本コンサルタント 共通

㉕ 低空頭オールケーシング全回転式スライド工法 創伸建設株式会社 共通

㉖ GeoPilot®-AutoPile 株式会社不動テトラ 共通

㉗ Ｍ－ＦＲＰ覆工板 宮地エンジニアリング株式会社 共通
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４）ＮＥＴＩＳ等パンフレット配布 

応募のあった下表のＮＥＴＩＳ等パンフレット６技術について、建設技術報告会ホームページに掲載し

ました。 

番号 出展技術名 ＮＥＴＩＳ等の番号 出展者 区分

① 地盤改良工法の施工管理システム「Visios-3D (ビジオス・スリーディー)」 KK-190005-A 株式会社不動テトラ 共通

② CI-CMC-HA工法 QS-160049-VE 株式会社不動テトラ 共通

③ テトラネオ KTK-100005-VE 株式会社不動テトラ 港湾

④ 水中三次元座標測量システム HRK-160003-A 株式会社本間組 港湾

⑤ 透明ボルトキャップ(透明ボルトアイキャップ) KT-190082-A 株式会社ＩＨＩインフラ建設 道路

⑥ FRP検査路 CB-120033-VE 宮地エンジニアリング株式会社 道路

 

５）ＣＰＤ及びＣＰＤＳの受講証明書発行 

 

ＣＰＤ／ＣＰＤＳの受講証明書は、聴講者全体の約 88％（357/408 名）に発行しました。 

 

■ＣＰＤＳ 

（一社）全国土木施工管理技士会連合会の認定プログラムとして、「インターネット学習プ

ログラム」の３ユニットの登録を行い、２８３名に受講証明書を発行しました。 

■ＣＰＤ 

 参加実時間数を２．６７時間として、受講者がＣＰＤ機関に申請するための受講証明書を 

７４名に発行しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「聴講者のみ」には、北陸技術事務所所内聴講会の参加者１１名を含む 
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CPD 受講証明書 CPDS 受講証明書 
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３．準備・運営 

１）スケジュール 

令和２年度「建設技術報告会」の運営は、別紙「「令和２年度 建設技術報告会」運営スケジュール」の

とおり実施しました。 

 

２）会議等の配置  

会 議 名 等 実施日時 会 場 内 容 

令和元年度 

北陸地方建設事業推進協議会運営委員会 
令和２年2月27日（木） 北陸地方整備局 会議室 

令和２年度「建設技術報告会」

の開催決定 

令和２年度｢建設技術報告会｣ 

第1回実行委員会 
令和２年6月16日（金） 書面開催 

規約（案）の協議・承認 

実施計画（案）の協議・承認 

予算（案）の協議・承認 

令和２年度建設技術報告会 実施計画（変更

案）・組替え予算（案）について 

（書面表決のお願い） 

令和２年9月16日（水） 書面開催 

実施計画（変更案）の協議・承

認、組み替え予算（案）の協議・

承認 

令和２年度｢建設技術報告会｣開催 

令和２年11月16日（水）

～ 

令和３年１月31日（日） 

Ｗｅｂ開催 報告会開催 

令和２年度｢建設技術報告会｣ 

第2回実行委員会 

令和３年２月17日（水） 

～ 

同年２月25日（木） 

書面開催 

実施報告 

決算報告（案） 

次回開催（案） 

 

４．広報 

１）広報活動 

 
種別・内容 方 法 時 期 摘 要 

記者クラブ 

新潟県政記者クラブ 

資料配付 １月14日 

新潟県は事務局に

て対応 

富山県は、富山県

実行委員にて対応 

石川県は、石川県

実行委員にて対応 

新県政記者クラブ 

新潟県内のその他・専門

紙 

富山県政記者クラブ 

富山県内のその他・専門

紙 

石川県政記者クラブ 

石川県内のその他・専門

紙 

ホームページ 
北陸技術事務所 

開設・運用 

6月 16日～（報告技術募集）  

12月 7日～（Web聴講募集）  

各主催機関・団体 適宜 バナー掲載 

２）広報等掲載一覧 

■新聞報道 

掲載紙 発行機関 掲載月日 

建設通信新聞 株式会社日刊建設通信新聞社 １月１８日 
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■定期刊行誌 

掲載紙 発行機関 掲載号 

北陸の建設技術 北陸地方建設事業推進協議会 

6月号（報告技術募集） 

8月号（聴講募集） 

11月号（聴講募集） 

3月号予定（開催結果） 

※来年度、各団体が発行する定期刊行誌への掲載のご検討をお願いします。 

■ホームページ 

掲載機関 掲載コンテンツ 

新潟県土木部技術管理課 「トップ（バナー掲載）」 

富山県土木部建設技術企画課 ホームページにて案内 

(一社)富山県建設業協会 協会ホームページにて案内 

(一社)石川県建設業協会 「トップ（バナー掲載）」 

(一社)建設コンサルタンツ協会 北陸支部 「トップ（バナー掲載）」 

(一社)日本建設機械施工協会北陸支部 「トップ（バナー掲載）」 

(一社)北陸土木コンクリート製品技術協会 「トップ（バナー掲載）」 

(一社)新潟県融雪技術協会 「トップ（バナー掲載）」 

(一財)新潟県建設技術センター 「トップ（バナー掲載）」 

(一社)北陸地域づくり協会 「お知らせ」、「トップ（バナー掲載）」 

国土交通省北陸地方整備局 「トップ（バナー掲載）」 

国土交通省新潟港湾空港技術調査事務所 「トップ（バナー掲載）」 

国土交通省北陸技術事務所 「トップ（バナー掲載）」 

※引き続きＨＰでの広報にご協力お願いします。また、今回、掲載のなかった団体等も来年度はご検討をお願

いします。
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■記者発表 
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■新聞報道 

◆建設通信新聞 
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■定期刊行誌 

◆北陸の建設技術（６月号）報告技術募集のお知らせ 

 
 

◆北陸の建設技術（８月号）聴講者募集のお知らせ 
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◆北陸の建設技術（１１月号）開催結果報告 
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６．アンケート 

 次回以降の開催の参考とするため、聴講者を対象にアンケート調査を実施した。 

１）回収状況 

アンケートは、報告技術の聴講終了後にＷｅｂ画面に表示されるアンケート欄に記述する形式で行った。

アンケート回収率は９２．７％であった。 

 

 

 
 
 

２）設問   

今後の発表形式について選択してください。 

・ＷＥＢ形式が良い 

・ＷＥＢ、会場の両方で開催してほしい 

・どちらでも良い 

・今までどおり会場での報告が良い 
 

 

回収率 63% 93% 92.7%

配布数 8 389 397

回答数 5 363 368

【アンケート配布・回収結果】

官公庁 民間 計
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３）主な意見（原文のまま掲載） 

【Ｗｅｂ開催について】 

 ・1 演目毎に区切られているので現場管理の合間に受講が可能なことや昨今新型コロナの影響で会場等

での感染の恐れがないことが非常にありがたい。 

 ・Web ビデオ配信形式でも問題無く視聴することができ非常に便利である。会場までの移動手段が困難

である時や降雪により交通渋滞等が懸念される場合では非常に有効的であります。 

・WEB形式は、時間の制約が少なく、大変便利であるが、質疑応答等ができないのが残念である。 

・会場での開催も臨場感があり内容が伝わりやすいと思うが、WEBでも十分内容把握は出来た。CPDSの

講習開催も少ないためWEBによる参加も機会があれば積極的に参加したい。 

・コロナ禍の今、WEB での参加は感染防止に大いに有効だと思います。また、都市部ではない地域に居

る報告会参加希望者には、移動時間、費用の面でありがたいことです。WEB 受講の機会が増えること

を希望します。 

【発表内容について】 

 ・ICTを活用した現場施工、ICTを現場施工に取り込もうとしている現状に触れることができました。鉄

筋の出来形計測は、橋梁の建設現場においてもすぐに実用が可能であると感じました。 

 ・世間情勢に合わせICT技術の導入事例などが多かった。自社でも検討開発中であり、適用出来るよう

になっていきたいと感じた。これまでに聴講したWeb講習会と比較し簡潔にまとめられ分かりやすか

った。 

 ・多様なICT技術を活用した事例があり、他社の取組みを見て積極的に実施する方向付けとなった。活

用することで働方改革や省力化、生産性向上や、新たな職種の創出にもつながると思う。 

 ・３眼カメラを用いた配筋検査システムの内容について興味を持ちました．床版や壁高欄など幅広い活

用が期待できると思いました．また，コロナ禍において効果的な検査ができるため，優位性を感じま

した． 

・工事関係者様の発表には家族を含め新型コロナの影響でそれ相当の努力があったと思います。特に９．

傾斜監視クラウドシステムの「OKIPPA｣の実用性と価格の安さには驚きました。 

【改善要望】 

・WEB形式の場合、動画視聴可能時間は24時間対応でお願いします。 

・発表内で見落としや繰り返しみたい図表があったりするので、巻き戻しと一時停止が出来るようにし

て欲しいです。 

・回線が混雑するのか動画が停止する時間帯が有りましたので改善して頂きたい。 

・発表内容の資料をダウンロードできると良いと思います。 

・視聴日を指定するのではなく、期間内で時間の余裕があるときに自由に視聴できるようなシステムだ

と利用しやすいと思う。 
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７．その他 

北陸技術事務所所内聴講会 

北陸技術事務所では、独自のとりくみとして、１月２１日（木）に所内聴講会を事務所職員１１名の

参加のもと開催しました。 

 

 


